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第６４２号





6月１５日（月）１０:００～１１:００第７回検数労連２０春闘交渉


日検協会回答について、これ以上の修正は困難と判断し、機関手続きに入る


旨を表明。全日検については引き続き有額回答提示に向け闘争継続！


























使協議の中で協議を進めていくこと。


　産別協定に基づく、時間外


算定基礎分母の計画的な削減


および６５才定年制については、春闘終了後、速やかに企業内労使協議を開催し、議論を進めていくこと。


　不満は残るものの現到達をもって収拾に向けた機関手続きに入る旨を表明する。





【全日検に対して】


　２０春闘については、今日まで両協会が同じテーブルに着き交渉を重ねてきただけに、全日検の有額回答提示に対する主張点である『港湾産別春闘などの具体的な動きが定まらない状況では、有額回答は出来ない』との理由は、極めて残念な考えであると言わざるを得ない。


　今後もこのような対応を続けるのであれば、全日検の主体性が失われることになると危惧する。


　次回交渉時には主体性をもって有額回答の提示が出来るよう強く求める。






















































































６月１５（月）第７回検数労連２０春闘交渉が開催され、日検協会に対しては前回と同様に修正回答の提示、全日検に対しても前回と同様に有額回答の提示を求め、交渉を行いました。





【日検協会】


　前回の交渉で有額回答に対する不満の表明と修正回答を要求され、諸要求も含め全体的に検討を重ねたが、これまでの交渉の中で縷々説明してきた通りの内容に変化はなく、これ以上の修正回答は困難である。


　諸要求にもある『完全週休２日制』については、現実的かつ具体的速やかに労使協議を行い、進めていきたい。





【全日検】


　引き続き同じ内容になってしまうが、港湾産別春闘の進展が見えていない
















































































中での回答構築は困難であり、現在、港湾春闘における港湾相場を注視していることを理解していただきたい。





【組合主張】


　組合は両協会からの回答を聞いて、休憩を挟みながらまとめ上げ、次のとおり主張を行いました。


　


【日検協会に対して】


　回答額について、昨年比を大きく下回っており、不満である。


定率昇給について、組合としては年齢ごとの格差が広がるという認識でいることから、定率昇給については引き続き賃金ワーキンググループで協議を進めていくこと。


　


　完全週休二日制の実施については評価する。


　今後は取得方法等、全国的に齟齬のないよう企業内労



























































※次回交渉　６月１８日（木）１５：３０～第８回検数労連２０春闘交渉


日検関係については６月１７日（水）１７時までに中闘見解に対する意見を求めます。


全検関係については、引き続き闘争体制を維持せよ！








～第７回２０春闘交渉経過～








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


